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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

　

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
知
県
豊
田
市
（
８
月
16
日
）

平

　井

　俊

　洋

　さ
ん

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　 

　
申
し
上
げ
ま
す

　６
月
20
日
（
木
）
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生

を
祝
福
し
、
あ
わ
せ
て
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
１
軒
の
ご
家
庭
に
「
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
祝
い
金
」が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

福

　山

　泰

　久 

さ
ん
（
佐

　田
）

八
月
二
十
三
日 

逝
去

　
　　

　享
年
七
十
九
才

　10月13日（日）に、第6回保小中合同運動会を下北山小

学校運動場にて開催いたします。ご近所お誘い合わせの上、

村の未来を担う元気な子どもたちの応援に来てください。

　また、今回より一般の方が参加できる種目が増えており

ますので、ぜひご参加ください。

　時間等詳細につきましては、ケーブルテレビ等でお知ら

せいたします。【予備日10月14日（月）※予備日が雨天の

場合は体育館にて実施いたします。】

田中すみれちゃん

（父・寛さん　母・みさとさん）
（平成31年１月12日生まれ）
「大きくなったらお姉ちゃんと

仲良く遊んでね。」

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
を

交
付
し
ま
し
た
。

た なか

第６回 保小中合同運動会
開催のお知らせ



　8

月

25

日

（
日
）、
ス

ポ

ー

ツ
公
園
内
わ
ん

ぱ
く
ラ
ン
ド
に

て
、村
制
１
３
０
周
年
を
記
念
し
た「
前

鬼
伝
説
宝
さ
が
し
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　参
加
者
は
受
付
で
ト
レ
ジ
ャ
ー
マ
ッ

プ
を
受
け
取
り
、
ぜ
ん
き
君
が
考
え
た

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
、
隠
さ
れ
た
宝
箱
を

４
つ
見
つ
け
る
と
豪
華
賞
品
に
応
募
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　台
風
で
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
当
日
は
快
晴
で
２
３
２
人
も
の
方

が
参
加
し
、大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　可
愛
い
ぜ
ん
き
君
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
ト
レ
ジ
ャ
ー
マ
ッ
プ
は
本
村
在
住
の

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
上
村
恭
子
さ
ん
と

協
力
し
て
作
成
し
、
宝
箱
は
村
内
に
あ

る
林
産
加
工
施
設
ス
カ
イ
ウ
ッ
ド
さ
ん

に
村
内
の
木
材
を
加
工
し
て
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
し
た
子
ど
も
達
は
真
剣
に
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
、「
楽
し
か
っ
た
！
ま
た

宝
探
し
を
し
に
行
き
た
い
」
と
喜
び
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
同
会
場
内
で
「
鮎
・
あ
ま
ご
の

つ
か
み
取
り
」
や
「
薪
割
り
体
験
」
な

ど
も
開
催
さ
れ
、
ご
高
齢
の
方
か
ら
小

さ
な
お
子
さ
ん
ま
で
幅
広
い
年
齢
の

方
々
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
制
１
３
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

ぜんき君
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　８
月
５
日
～
８
月
９
日
の
間
（
第
１

ク
ー
ル
）、
及
び
８
月
19
日
～
８
月
23

日
の
間
（
第
２
ク
ー
ル
）
に
、
子
育
て

事
業
の
一
環
と
し
て
夏
休
み
寺
子
屋
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、
臨
床
心
理
学
を
専
攻

し
て
い
る
大
学
院
生
等
が
指
導
者
と
な

り
、
そ
の
専
門
的
な
視
点
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
と
自
然
の
中
で
の
活
動
を
通
し

て
、
思
い
や
り
の
心
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
と
、
将
来
に
お
い

て
様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
時
に
そ
れ

に
負
け
な
い
強
い
心
、
し
な
や
か
な
心

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。　昨

年
に
引
き
続
き
、
関
西
大
学
大
学

院
の
学
生
等
18
名
を
指
導
員
に
迎
え
、

本
村
の
小
学
校
児
童
17
名
と
、
上
北
山

小
学
校
（
上
北
山
村
）
の
児
童
４
名
、

北
山
小
学
校
（
和
歌
山
県
北
山
村
）
の

児
童
１
名
も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

　両
ク
ー
ル
行
っ
た
学
習
活
動
で
は
、

夏
休
み
の
宿
題
を
は
じ
め
、
個
人
が
苦

手
と
す
る
分
野
に
お
い
て
指
導
員
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
学
力
の
定
着

を
は
か
り
、
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
る

取
組
み
を
行
ま
し
た
。

［
第
１
ク
ー
ル
］

　子
ど
も
た
ち
が
考
え
作

成
し
た
「
下
北
人
生
ゲ
ー

ム
」
は
、
最
終
日
に
村
民

の
方
々
や
保
護
者
の
方
々

に
披
露
し
、
ゲ
ー
ム
に
も

参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　参
加
し
た
皆
さ
ん
は
子

ど
も
た
ち
か
ら
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し

そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し

た
。

［
第
２
ク
ー
ル
］

　「
下
北
博
物
館
」
と
題

し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
段

ボ
ー
ル
で
水
族
館
や
ボ
ー

リ
ン
グ
な
ど
気
に
な
る
も

の
を
思
い
思
い
に
作
成

し
、
い
こ
い
の
郷
や
公
民
館
に
お
い
て

村
民
や
保
護
者
の
方
々
に
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　そ
し
て
川
遊
び
体
験
で
は
、
浦
向
地

区
で
川
下
り
を
行
い
、
途
中
、
岩
場
か

ら
飛
び
込
ん
だ
り
、
普
段
体
験
で
き
な

い
こ
と
を
指
導
員
と
一
緒
に
元
気
い
っ

ぱ
い
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
活
動
に
お
い

て
体
験
し
た
こ
と
は
、
大
人
に
な
っ
て

も
自
分
の
記
憶
の
中
に
、
楽
し
い
思
い

出
に
包
ま
れ
た
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　ま
た
、
８
月
８
日
に
は
中
学
生
を
対

象
と
し
た
寺
子
屋
教
室
を
実
施
し
、
本

村
の
中
学
生
11
名
が
、
ス
イ
カ
割
り
を

行
い
ま
し
た
。
小
学
生
時
代
か
ら
顔
な

じ
み
の
ス
タ
ッ
フ
も
お
り
、
短
い
時
間

心
の
中
に
ふ
る
さ
と
を

｢
夏
休
み
寺
子
屋
教
室｣

開
催

で
し
た
が
、
み
ん
な
で
中
学
校
生
活
に

つ
い
て
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。

浦向地区川下りの様子（第２クール）

みんなでカレーを食べました。（第２クール）

「下北人生ゲーム」の様子（第１クール）中学生寺子屋教室の様子
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10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は「
公
証
週
間
」で
す

大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役
場
で

〝
遺
言
と
任
意
後
見
で
老
後
の
安
心
設
計
を
‼
〞

　
遺
言
を
残
し
た
り
、
土
地
・
建
物
や

金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
、
慰

謝
料
な
ど
に
つ
い
て
契
約
書
を
作
成
し
て

も
後
に
な
っ
て
そ
の
文
書
の
内
容
が
不
明

確
で
あ
る
、
要
件
を
欠
い
て
い
る
等
に
よ

り
紛
争
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、こ
れ
ら
の
書

類
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
と
安
心
で

す
。
特
に
、
金
銭
の
貸
借
や
教
育
費
の
支

払
い
等
で
は
公
正
証
書
に
す
れ
ば
裁
判

を
せ
ず
に
直
ち
に
強
制
執
行
手
続
き
に

移
行
で
き
る
と
い
う
強
力
な
効
力
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
老
後
を
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
に
遺
言
や
任
意
後
見
契
約

の
公
正
証
書
を
作
成
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る

も
の
で
、
公
文
書
と
し
て
強
い
証
拠
力
、

執
行
力
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
秘
密
も
厳

守
さ
れ
、
更
に
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存

し
ま
す
の
で
、
紛
失
・
偽
造
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
公
正
証
書
作
成
に
関
し
て
の
ご
相
談

は
無
料
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
い
つ
で

も
お
気
軽
に
次
の
公
証
役
場
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
ま
で（
祝
日
は
除
く
）

◆
時
　
間

　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

◆
場
所
・
お
問
合
せ

○
奈
良
合
同
公
証
役
場

〒
６
３
０‐

８
２
５
３

奈
良
市
内
侍
原
町
６

奈
良
県
林
業
会
館
３
階

T
E
L
　

０
７
４
２（
２
２
）２
９
６
６

F
A
X
　

０
７
４
２（
２
２
）３
０
７
５

○
高
田
公
証
役
場

〒
６
３
５‐

０
０
９
５

大
和
高
田
市
大
中
98

お
が
わ
ビ
ル
２
階

（
大
和
高
田
市
役
所
東
都
隣
）

T
E
L
　

０
７
４
５（
２
２
）７
１
６
６

F
A
X
　

０
７
４
５（
２
２
）１
２
５
４

　７
月
25
日
（
木
）、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
お
い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
83
名

の
参
加
の
も
と
「
差
別
を
な
く
す
村
民

集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
会
行
事
に
続
き
、「
大
笑
い
ゼ
ー

シ
ョ
ン
で
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
題
し
て
、
落
語
家
の
桂
福
点
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　福
点
さ
ん
は
、
生
後
す
ぐ
に
先
天
性

緑
内
障
と
診
断
さ
れ
小
学
生
に
な
る
ま

で
に
危
険
な
手
術
を
繰
り
返
し
、
小
学

校
時
代
に
は
い
じ
め
も
経
験
す
る
と

い
っ
た
幼
少
期
の
お
話
や
、
両
眼
の
失

明
を
経
験
す
る
高
校
時
代
、
音
楽
や
舞

台
と
い
う
も
の
に
惹
か
れ
芸
大
に
入
学

し
、
福
祉
施
設
や
病
院
な
ど
で
、
音
楽

療
法
に
取
り
組
み
気
づ
い
た
こ
と
。
そ

し
て
、
笑
い
の
大
切
さ
に
出
会
っ
た
話

な
ど
を
、
映
像
や
音
楽
を
つ
か
っ
て
楽

し
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
者
の
方
か
ら
は
「
笑
い
と
一
緒

に
、
一
人
ひ
と
り
の
存
在
の
大
切
さ
を

改
め
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。」「
物

事
の
捉
え
方
一
つ
で
、
生
き
方
が
変
わ
る

の
だ
と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」
と
の
声

が
あ
り
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
障
が
い
を
持
つ
も
の
と
持
た
な
い
も

の
と
が
、
平
等
に
生
活
す
る
社
会
を
実

現
す
る
考
え
方
）」
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
が

　
　
　
　
　
　開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

開会行事の様子

令和元年度（令和2年4月採用）
下北山村役場職員を募集します

◆職　　　　種

◆採用予定人員

◆受　験　資　格

行政職（一般事務職）

若干名

令和元年９月24日（火）～令和元年10月25日（金）

・受験申込書（役場総務課で交付、または村ホームページからダウンロード）
・履歴書（本人自筆、顔写真貼付）
・最終学校卒業（見込み）証明書
・最終学校成績証明書（専門学校生は直前の高校・大学等の成績証明書を含む）

令和元年11月10日（日）／寺垣内コミュニティセンター
内容：一般教養試験、事務適性検査

令和元年12月１日（日）／下北山村役場
内容：作文、個別面接

◆応募受付期間

◆提　出　書　類

◆１　次　試　験

◆２　次　試　験

〒639-3803　奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内９８３番地
下北山村役場総務課　人事係　TEL ０７４６８－６－０００１（代）

◆申込み・問合せ先◆

詳しくは、下北山村ホームページ（http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/）でご覧いただけます。

採　用　区　分 年　　　齢 資　　　格　　　等

行　政　職
(一般事務職)

昭和60年４月２日
以降に生まれた人

学校教育法による大学、短大、
高校を卒業した人、又は令和
２年３月卒業見込みの人

高卒以上

自
衛
官
候
補
生

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

○
対
　
　
象

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

○
受
付
期
間

男
子
・
女
子
と
も
年
間
を
通
し
随
時

○
試
　

験
　

日

９
月
21
日
（
土
）（
男
子
・
女
子
）

９
月
22
日
（
日
）（
男
子
）

９
月
23
日
（
月
・
祝
）（
男
子
・
女
子
）

○
試
験
会
場

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

○
試
験
内
容

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査

詳
し
く
は
、
左
記
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　五
條
地
域
事
務
所

〒
６
３
７‐

０
０
０
４

奈
良
県
五
條
市
今
井
５
丁
目
１‐

12

サ
ン
タ
ウ
ン
２
階

電
　
話
　
０
７
４
７（
２
２
）３
７
８
９

令
和
元
年
度

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
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10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は「
公
証
週
間
」で
す

大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役
場
で

〝
遺
言
と
任
意
後
見
で
老
後
の
安
心
設
計
を
‼
〞

　
遺
言
を
残
し
た
り
、
土
地
・
建
物
や

金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
、
慰

謝
料
な
ど
に
つ
い
て
契
約
書
を
作
成
し
て

も
後
に
な
っ
て
そ
の
文
書
の
内
容
が
不
明

確
で
あ
る
、
要
件
を
欠
い
て
い
る
等
に
よ

り
紛
争
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、こ
れ
ら
の
書

類
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
と
安
心
で

す
。
特
に
、
金
銭
の
貸
借
や
教
育
費
の
支

払
い
等
で
は
公
正
証
書
に
す
れ
ば
裁
判

を
せ
ず
に
直
ち
に
強
制
執
行
手
続
き
に

移
行
で
き
る
と
い
う
強
力
な
効
力
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
老
後
を
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
に
遺
言
や
任
意
後
見
契
約

の
公
正
証
書
を
作
成
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る

も
の
で
、
公
文
書
と
し
て
強
い
証
拠
力
、

執
行
力
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
秘
密
も
厳

守
さ
れ
、
更
に
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存

し
ま
す
の
で
、
紛
失
・
偽
造
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
公
正
証
書
作
成
に
関
し
て
の
ご
相
談

は
無
料
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
い
つ
で

も
お
気
軽
に
次
の
公
証
役
場
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
ま
で（
祝
日
は
除
く
）

◆
時
　
間

　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

◆
場
所
・
お
問
合
せ

○
奈
良
合
同
公
証
役
場

〒
６
３
０‐

８
２
５
３

奈
良
市
内
侍
原
町
６

奈
良
県
林
業
会
館
３
階

T
E
L
　

０
７
４
２（
２
２
）２
９
６
６

F
A
X
　

０
７
４
２（
２
２
）３
０
７
５

○
高
田
公
証
役
場

〒
６
３
５‐

０
０
９
５

大
和
高
田
市
大
中
98

お
が
わ
ビ
ル
２
階

（
大
和
高
田
市
役
所
東
都
隣
）

T
E
L
　

０
７
４
５（
２
２
）７
１
６
６

F
A
X
　

０
７
４
５（
２
２
）１
２
５
４

　７
月
25
日
（
木
）、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
お
い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
83
名

の
参
加
の
も
と
「
差
別
を
な
く
す
村
民

集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
会
行
事
に
続
き
、「
大
笑
い
ゼ
ー

シ
ョ
ン
で
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
題
し
て
、
落
語
家
の
桂
福
点
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　福
点
さ
ん
は
、
生
後
す
ぐ
に
先
天
性

緑
内
障
と
診
断
さ
れ
小
学
生
に
な
る
ま

で
に
危
険
な
手
術
を
繰
り
返
し
、
小
学

校
時
代
に
は
い
じ
め
も
経
験
す
る
と

い
っ
た
幼
少
期
の
お
話
や
、
両
眼
の
失

明
を
経
験
す
る
高
校
時
代
、
音
楽
や
舞

台
と
い
う
も
の
に
惹
か
れ
芸
大
に
入
学

し
、
福
祉
施
設
や
病
院
な
ど
で
、
音
楽

療
法
に
取
り
組
み
気
づ
い
た
こ
と
。
そ

し
て
、
笑
い
の
大
切
さ
に
出
会
っ
た
話

な
ど
を
、
映
像
や
音
楽
を
つ
か
っ
て
楽

し
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
者
の
方
か
ら
は
「
笑
い
と
一
緒

に
、
一
人
ひ
と
り
の
存
在
の
大
切
さ
を

改
め
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。」「
物

事
の
捉
え
方
一
つ
で
、
生
き
方
が
変
わ
る

の
だ
と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」
と
の
声

が
あ
り
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
障
が
い
を
持
つ
も
の
と
持
た
な
い
も

の
と
が
、
平
等
に
生
活
す
る
社
会
を
実

現
す
る
考
え
方
）」
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
が

　
　
　
　
　
　開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

開会行事の様子

令和元年度（令和2年4月採用）
下北山村役場職員を募集します

◆職　　　　種

◆採用予定人員

◆受　験　資　格

行政職（一般事務職）

若干名

令和元年９月24日（火）～令和元年10月25日（金）

・受験申込書（役場総務課で交付、または村ホームページからダウンロード）
・履歴書（本人自筆、顔写真貼付）
・最終学校卒業（見込み）証明書
・最終学校成績証明書（専門学校生は直前の高校・大学等の成績証明書を含む）

令和元年11月10日（日）／寺垣内コミュニティセンター
内容：一般教養試験、事務適性検査

令和元年12月１日（日）／下北山村役場
内容：作文、個別面接

◆応募受付期間

◆提　出　書　類

◆１　次　試　験

◆２　次　試　験

〒639-3803　奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内９８３番地
下北山村役場総務課　人事係　TEL ０７４６８－６－０００１（代）

◆申込み・問合せ先◆

詳しくは、下北山村ホームページ（http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/）でご覧いただけます。

採　用　区　分 年　　　齢 資　　　格　　　等

行　政　職
(一般事務職)

昭和60年４月２日
以降に生まれた人

学校教育法による大学、短大、
高校を卒業した人、又は令和
２年３月卒業見込みの人

高卒以上

自
衛
官
候
補
生

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

○
対
　
　
象

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

○
受
付
期
間

男
子
・
女
子
と
も
年
間
を
通
し
随
時

○
試
　

験
　

日

９
月
21
日
（
土
）（
男
子
・
女
子
）

９
月
22
日
（
日
）（
男
子
）

９
月
23
日
（
月
・
祝
）（
男
子
・
女
子
）

○
試
験
会
場

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

○
試
験
内
容

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査

詳
し
く
は
、
左
記
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　五
條
地
域
事
務
所

〒
６
３
７‐

０
０
０
４

奈
良
県
五
條
市
今
井
５
丁
目
１‐

12

サ
ン
タ
ウ
ン
２
階

電
　
話
　
０
７
４
７（
２
２
）３
７
８
９

令
和
元
年
度

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
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令和元年10月1日
年金生活者支援給付金制度がはじまります
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構(年金事務所)
が実施します。

■対象となる方
○老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります。
・65歳以上である
・世帯員全員の市町村民税が非課税となっている
・年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である

○障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります。
・前年の所得額が約462万円以下である

■請求手続き
①平成31年4月1日以前から年金を受給している方
対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が9月上旬から順次届きます。
同封のはがき(年金生活者支援給付金請求書)を記入し提出してください。

②平成31年4月2日以降に年金を受給しはじめた方
年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

■日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることは
ありません。

年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときは、お電話ください。
『給付金専用ダイヤル』：0570‐05‐4092（ナビダイヤル）

　
10
月
７
日
（
月
）
か
ら
13

日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
は
「
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
登
記
・

年
金
・
保
険
・
雇
用
な
ど
に
つ

い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
身

近
な
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
行
政
相
談
委
員
が
開
設

す
る
行
政
相
談
所
で
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。

日
　
時

10
月
７
日
（
月
）

10
月
11
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
前
11
時

場
　
所

下
北
山
村
役
場

２
階
　
防
災
会
議
室

問
合
せ
先

役
場
総
務
課

電
話
　
６‐

０
０
０
１

行
政
相
談
所
を

　
　開
設
し
ま
す

№747 R元（2019）.９ （　　　）〈広報　下北山〉 6

今月号の協力隊のつぶやきは
間瀬が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その78

　皆さん、こんにちは！BIYORI（ビヨリ）
の管理人の間瀬奈央子です。6月に赴任してか
らこれまでの活動報告などを、この場を借り
てお伝えします。
▪BIYORI ってどんなところ？
①コーヒーが飲める②仕事ができる（フリー
wifi完備）③打ち合わせができる（会議室あり）
④イベントができる
▪活動報告♪
•BIYORIオリジナルコーヒーの準備
•フェイスブックとインスタグラムの投稿やメール対応：フェイスブックファン数295人→
666人へ！
•近隣類似施設の視察（十津川村地域おこし協力隊事務所、東吉野オフィスキャンプ、奥大和
移住定住交流センター engawa）
•じゃらん観光振興セミナー参加：関係人口の落とし穴や持続可能な地域づくりについて
•「居心地の良い村」をキーワードにいなか暮らしフェア（大阪）のポスター作りや会場装飾
•「学生拠点創造プロジェクト」のお手伝い：BIYORIを拠点とした慶應義塾大学や大阪工業
大学の学生さんとの取り組み。今後も数回に渡り学生さんが村に来訪予定！
　その他、「むらコトアカデミー」のお手伝い、本棚とプリンター置き場の検討・発注や
BIYORIのチラシ作り、滝本ヨウ氏の木削り教室イベントなどを行いました。今後は、木を使っ

た楽器作り＆体験や、YOUTUBEチャンネル
の立ち上げなどの企画を考えています。
▪BIYORIオリジナルコーヒーのご案内♪
　皆さんからいただいた感想を参考に、厳選し
た美味しい豆で淹れる「BIYORIオリジナル
コーヒー」を開始！淹れたてコーヒーを是非飲
みに来てください♪300円～
▪チャレンジキッチン☆チャレンジャー募集♪
　広いキッチンで料理を振舞い、地域に貢献し
ませんか？事前サポートや当日のお手伝いもい
たします。お気軽に♪「ご当地食品」「秋の味覚」
「ジビエ」「スイーツ」
　皆さんからの情報や人と人との繋がり・交流
によってBIYORIは更に素敵な場所になること
ができます。是非、なんでもお話いただければ
嬉しいです



 



 

 
  

 



 



 

 
  

 

ビヨリ

◎下北山村役場

◎保険センター

〒

★
229

425

( 旧やまびこ寮 )
BIYORI

!"##$%&"##

保健センター



令和元年10月1日
年金生活者支援給付金制度がはじまります
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構(年金事務所)
が実施します。

■対象となる方
○老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります。
・65歳以上である
・世帯員全員の市町村民税が非課税となっている
・年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である

○障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります。
・前年の所得額が約462万円以下である

■請求手続き
①平成31年4月1日以前から年金を受給している方
対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が9月上旬から順次届きます。
同封のはがき(年金生活者支援給付金請求書)を記入し提出してください。

②平成31年4月2日以降に年金を受給しはじめた方
年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

■日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることは
ありません。

年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときは、お電話ください。
『給付金専用ダイヤル』：0570‐05‐4092（ナビダイヤル）

　
10
月
７
日
（
月
）
か
ら
13

日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
は
「
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
登
記
・

年
金
・
保
険
・
雇
用
な
ど
に
つ

い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
身

近
な
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
行
政
相
談
委
員
が
開
設

す
る
行
政
相
談
所
で
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。

日
　
時

10
月
７
日
（
月
）

10
月
11
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
前
11
時

場
　
所

下
北
山
村
役
場

２
階
　
防
災
会
議
室

問
合
せ
先

役
場
総
務
課

電
話
　
６‐

０
０
０
１

行
政
相
談
所
を

　
　開
設
し
ま
す
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今月号の協力隊のつぶやきは
間瀬が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その78

　皆さん、こんにちは！BIYORI（ビヨリ）
の管理人の間瀬奈央子です。6月に赴任してか
らこれまでの活動報告などを、この場を借り
てお伝えします。
▪BIYORI ってどんなところ？
①コーヒーが飲める②仕事ができる（フリー
wifi完備）③打ち合わせができる（会議室あり）
④イベントができる
▪活動報告♪
•BIYORIオリジナルコーヒーの準備
•フェイスブックとインスタグラムの投稿やメール対応：フェイスブックファン数295人→
666人へ！
•近隣類似施設の視察（十津川村地域おこし協力隊事務所、東吉野オフィスキャンプ、奥大和
移住定住交流センター engawa）
•じゃらん観光振興セミナー参加：関係人口の落とし穴や持続可能な地域づくりについて
•「居心地の良い村」をキーワードにいなか暮らしフェア（大阪）のポスター作りや会場装飾
•「学生拠点創造プロジェクト」のお手伝い：BIYORIを拠点とした慶應義塾大学や大阪工業
大学の学生さんとの取り組み。今後も数回に渡り学生さんが村に来訪予定！
　その他、「むらコトアカデミー」のお手伝い、本棚とプリンター置き場の検討・発注や
BIYORIのチラシ作り、滝本ヨウ氏の木削り教室イベントなどを行いました。今後は、木を使っ

た楽器作り＆体験や、YOUTUBEチャンネル
の立ち上げなどの企画を考えています。
▪BIYORIオリジナルコーヒーのご案内♪
　皆さんからいただいた感想を参考に、厳選し
た美味しい豆で淹れる「BIYORIオリジナル
コーヒー」を開始！淹れたてコーヒーを是非飲
みに来てください♪300円～
▪チャレンジキッチン☆チャレンジャー募集♪
　広いキッチンで料理を振舞い、地域に貢献し
ませんか？事前サポートや当日のお手伝いもい
たします。お気軽に♪「ご当地食品」「秋の味覚」
「ジビエ」「スイーツ」
　皆さんからの情報や人と人との繋がり・交流
によってBIYORIは更に素敵な場所になること
ができます。是非、なんでもお話いただければ
嬉しいです
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真
夏
の
暑
さ
は
少
し
和
ら
い
で
き
て

い
ま
す
ね
。
し
か
し
油
断
は
大
敵
で

す
！
熱
中
症
に
は
十
分
注
意
し
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

◎
ヨ
ガ
ピ
ク

　
ヨ
ガ
を
し
た
後
は…

皆
で
ピ
ク
ニ
ッ

ク
し
ま
せ
ん
か
？
下
北
山
村
の
お
い
し

い
空
気
、
秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
心

も
身
体
も
お
腹
も
満
た
さ
れ
る
こ
と
間

違
い
な
し
！

【
講
　
師
】
桝
井
　
紋
子
先
生

【
日
　
時
】
９
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
午
後
12
時
30
分

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
飲
み
物

【
場
　
所
】
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
広
場

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
５
０
０
円

【
お
申
込
み
】
要
予
約

※

９
月
13
日
（
金
）
ま
で

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

寺
垣
内
散
策

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

歩
く
こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
長
く
歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に

楽
し
め
、ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。

【
日
　
時
】　
10
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
集
合
場
所
】
住
吉
神
社
付
近
待
避
所

【
講
　
師
】

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
松
岡
聖
子
さ
ん
・
松
岡
岳
史
さ
ん

【
対
　
象
】　
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】　
無
料

【
服
　
装
】　
動
き
や
す
い
服
装
・
歩
き

や
す
い
靴（
運
動
靴
）、帽
子
、

飲
み
物

※
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
は
貸
出
し
ま
す

※

送
迎
要
申
込
み

９
月
27
日
（
金
）
ま
で

◎
へ
き
地
診
療

　
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師

に
よ
る
『
へ
き
地
診
療
』
を
左
記
の
日

程
で
開
設
い
た
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】
10
月
５
日
（
土
）

　
受
付
は
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
30
分

【
場
　
所
】　
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
診
療
科
目
】
眼
科
・
耳
鼻
科

【
料
　
金
】　
無
料

【
送
　
迎
】　
要
事
前
申
込
み

【
各
種
お
申
込
み
】

保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

◎
膝
痛
＆
腰
痛
予
防
教
室

　
つ
ら
い
膝
の
痛
み
、
腰
の
痛
み
に
お

困
り
の
皆
さ
ん
！
今
回
の
教
室
で
は
、

膝
痛
＆
腰
痛
の
痛
み
に
特
化
し
て
体
操

や
お
話
を
し
て
頂
き
ま
す
！

【
日
　
時
】
10
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
時

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

　
　
送
迎
あ
り
（
要
予
約
）

　
８
月
20
日
（
火
）、
育
児
サ
ー
ク
ル

の
一
環
と
し
て
、
保
育
所
入
所
ま
で
の

子
ど
も
と
、
保
育
所
に
通
う
園
児
た
ち

で
鮎
・
あ
ま
ご
の
つ
か
み
取
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
初
め
泳
ぎ
が
素
早
い
川

魚
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
つ
か
ま

え
た
川
魚
を
得
意
げ
に
見
せ
て
く
れ
る

子
や
、
両
手
に
２
匹
つ
か
ま
え
る
子
な

ど
、
コ
ツ
を
つ
か
み
楽
し
ん
で
い
る
様

子
で
し
た
。

育
児
サ
ー
ク
ル

鮎
・
あ
ま
ご
の
つ
か
み
取
り



R元（2019）.９（　　　） 〈広報　下北山〉 №7479

　
真
夏
の
暑
さ
は
少
し
和
ら
い
で
き
て

い
ま
す
ね
。
し
か
し
油
断
は
大
敵
で

す
！
熱
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９
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〜
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シ
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ベ
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場
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０
０
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（
金
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デ
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ク
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寺
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内
散
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デ
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２
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こ
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こ
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保
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で
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に
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岡
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史
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総
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に
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療
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の
日

程
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開
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。
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９
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◎
膝
痛
＆
腰
痛
予
防
教
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つ
ら
い
膝
の
痛
み
、
腰
の
痛
み
に
お

困
り
の
皆
さ
ん
！
今
回
の
教
室
で
は
、

膝
痛
＆
腰
痛
の
痛
み
に
特
化
し
て
体
操

や
お
話
を
し
て
頂
き
ま
す
！

【
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時
】
10
月
８
日
（
火
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午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
時

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

　
　
送
迎
あ
り
（
要
予
約
）

　
８
月
20
日
（
火
）、
育
児
サ
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ク
ル

の
一
環
と
し
て
、
保
育
所
入
所
ま
で
の

子
ど
も
と
、
保
育
所
に
通
う
園
児
た
ち

で
鮎
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の
つ
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み
取
り
を
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ま
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た
。

　
子
ど
も
達
は
初
め
泳
ぎ
が
素
早
い
川

魚
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
つ
か
ま

え
た
川
魚
を
得
意
げ
に
見
せ
て
く
れ
る

子
や
、
両
手
に
２
匹
つ
か
ま
え
る
子
な

ど
、
コ
ツ
を
つ
か
み
楽
し
ん
で
い
る
様

子
で
し
た
。

育
児
サ
ー
ク
ル

鮎
・
あ
ま
ご
の
つ
か
み
取
り

　下
北
山
村
診
療
所
の
田
口
で
す
。
こ

の
記
事
を
書
い
て
い
る
の
は
台
風
10
号

に
よ
る
大
雨
の
最
中
な
の
で
す
が
、
下

北
山
は
こ
ん
な
に
も
雨
が
降
る
の
で
す

ね…

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

台
風
に
よ
る
大
雨
、
強
風
に
は
十
分
お

気
を
つ
け
下
さ
い
。

　さ
て
、
今
回
は
不
眠
症
に
つ
い
て
お

話
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
診
療
所
に
も

不
眠
症
で
通
院
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い

で
す
ね
。
今
回
は
、

　①

　不
眠
症
と
は
？

　②

　眠
剤
の
怖
い
点

　③

　適
切
な
睡
眠
を
得
る
に
は…

こ
の
３
本
立
て
で
お
送
り
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。 診療所から診療所から診療所から

こんにちはこんにちはこんにちは
不
眠
症
に
つ
い
て

第２回
〜
不
眠
症
よ
り
も
怖
い
の
は
薬
の
方
？？
〜

　①

　不
眠
症
と
は
？

　「
８
時
間
眠
れ
て
い
な
い
か
ら
不
眠

症
だ
！
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
実

は
睡
眠
時
間
が
短
い
か
ら
と
い
っ
て
不

眠
症
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。
一
般
的

に
８
時
間
と
い
う
の
は
10
代
の
平
均
睡

眠
時
間
で
す
。
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
短

く
な
り
、
60
代
で
は
６
時
間
半
程
度
、

80
代
で
は
６
時
間
未
満
が
平
均
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
３
時
間

で
も
十
分
な
睡
眠
が
得
ら
れ
て
い
る
人

も
い
ま
す
（
か
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
も
そ
う

だ
っ
た
み
た
い
で
す
）。

　不
眠
症
は
、適
切
な
睡
眠
環
境
が
整
っ

て
い
る
の
に
、
寝
付
く
ま
で
に
30
分
以

上
か
か
る
、
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め

そ
の
ま
ま
寝
付
け
な
く
な
る
、
思
っ
て

い
た
時
間
よ
り
２
時
間
早
く
目
が
覚
め

て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
睡
眠
の
質
の
障

害
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
中
の
怠

さ
や
集
中
力
の
低
下
な
ど
が
あ
る
場
合

に
診
断
さ
れ
ま
す
。
日
中
が
元
気
に
活

動
で
き
て
い
る
人
は
、
あ
ま
り
睡
眠
時

間
を
気
に
し
な
く
て
も
良
い
の
で
す
。

　②

　眠
剤
の
怖
い
点

　で
は
、
不
眠
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
す

ぐ
に
眠
剤
を
も
ら
っ
た
ほ
う
が
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？
実
は
こ
の
眠
剤
も
近
年

様
々
な
副
作
用
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
酒
や
タ
バ
コ
、
麻
薬
の
よ
う
な

依
存
性
が
あ
り
、
薬
が
な
い
と
不
安
で

仕
方
な
く
な
っ
た
り
、
却
っ
て
不
眠
症

が
悪
く
な
っ
た
り
、
頭
痛
や
震
え
、
耳

鳴
り
が
出
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
眠

剤
を
飲
み
続
け
る
と
、
認
知
機
能
が
悪

く
な
り
、
転
倒
の
リ
ス
ク
が
増
加
し
て

骨
折
、
寝
た
き
り
に
な
る
危
険
性
も
増

え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
た
め
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
か

ら
は
、
一
部
の
眠
剤
を
除
い
て
、
30
日

以
上
処
方
し
て
は
ダ
メ
、
な
る
べ
く
半

年
以
内
に
飲
む
の
を
止
め
な
さ
い
と
お

達
し
が
出
て
い
る
の
で
す
！
も
ち
ろ

ん
、
不
眠
症
自
体
に
も
生
活
習
慣
病
の

リ
ス
ク
や
認
知
症
進
行
の
リ
ス
ク
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
眠
剤
は
適
切
に
使
用

し
て
い
か
な
い
と
、
悪
影
響
を
及
ぼ
し

か
ね
な
い
の
で
す
。

　③

　適
切
な
睡
眠
を
得
る
に
は…

　睡
眠
に
不
満
を
抱
え
て
い
る
方
は
、

ま
ず
は
適
切
な
睡
眠
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

一
、
寝
る
時
刻
や
、
睡
眠
時
間
の
長
さ

は
気
に
し
な
い
！

　逆
に
起
き
る
時
間
は
決
ま
っ
た
時
間

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
朝
起
き
て
光

を
浴
び
る
時
間
が
ず
れ
る
と
、
夜
眠
く

な
る
時
間
も
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
朝

日
を
浴
び
る
こ
と
で
体
内
時
計
は
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
、
そ
の
16
時
間
後
に
眠
気

が
出
始
め
る
の
で
、
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

二
、
寝
床
は
寝
る
た
め
だ
け
に
使
う
！

　寝
床
で
本
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
を

見
た
り
せ
ず
、
眠
く
な
け
れ
ば
別
の
部

屋
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　お
昼
寝
を
す
る
な
ら
15
時
ま
で
に
。

30
分
程
度
で
済
ま
す
と
、
一
番
眠
気
が

ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

三
、
刺
激
の
あ
る
も
の
を
避
け
る
！

　カ
フ
ェ
イ
ン
の
入
っ
た
栄
養
ド
リ
ン

ク
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
緑
茶
な
ど
は

午
後
か
ら
は
あ
ま
り
取
ら
な
い
で
お
き

ま
し
ょ
う
。

　お
風
呂
は
40
℃
く
ら
い
の
温
め
の
方

が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　夜
の
照
明
や
テ
レ
ビ
、
携
帯
電
話
の

光
は
眠
り
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
眠
り

た
い
時
間
の
２
時
間
前
に
は
控
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　寝
酒
は
夜
中
に
目
が
覚
め
や
す
く

な
っ
た
り
、
眠
り
が
浅
く
な
っ
た
り
、

ど
ん
ど
ん
お
酒
の
量
が
増
え
て
依
存
症

に
な
る
の
で
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

四
、
規
則
正
し
い
食
事
と
運
動
を
！

　食
事
の
リ
ズ
ム
も
体
内
の
リ
ズ
ム
を

整
え
る
の
に
重
要
で
す
。
特
に
朝
食
は

な
る
べ
く
同
じ
時
間
に
取
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
運
動
の
習
慣
が
あ
る
と
、

夜
の
熟
眠
度
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　も
し
も
睡
眠
や
眠
剤
の
こ
と
で
お
悩

み
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
診
療
所
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
♪

下
北
山
村
診
療
所

　田
口 

浩
之
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駐在さん通信駐在さん通信秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

　次
の
と
お
り
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

【
実
施
期
間
】

　
　
　９
月
21
日
（
土
）
か
ら

　
　
　９
月
30
日
（
月
）
ま
で

【
運
動
の
重
点
（
全
国
重
点
）】

・
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

・
高
齢
者
の
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、
自
転

　車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

　ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
運
動
の
重
点
（
奈
良
県
重
点
）】

・
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止

　な
お
、
次
の
と
お
り
９
月
は
重
点
に

沿
っ
た
施
策
や
交
通
指
導
取
締
ま
り
が

県
下
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　み
な
さ
ん
、
交
通
事
故
や
交
通
違
反

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

21
日

　高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　推
進
デ
ー

22
日

　二
輪
車
・
原
付
車
の
交
通
事
故

　
　
　防
止
推
進
デ
ー

23
日

　夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、

　
　
　自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防

　
　
　止
推
進
デ
ー

25
日

　子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

　
　
　の
確
保
推
進
デ
ー

27
日

　飲
酒
運
転
根
絶
デ
ー

29
日

　全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
　
　と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　
　い
着
用
推
進
デ
ー

30
日

　交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　奈
良
県
警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
安
全

と
安
心
に
関
す
る
相
談
を
24
時
間
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　不
安
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　奈
良
県
警
察
本
部
に
は
総
合
相
談
窓

口
が
あ
り
、
相
談
の
内
容
を
お
聞
き
し

て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
相
談
窓
口

に
適
切
に
振
り
分
け
て
的
確
な
助
言
や

指
導
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

【
総
合
相
談
窓
口
の
電
話
番
号
】

（
０
７
４
２
）
２
３
局
１
１
０
８
番

【
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場
合
】

　
　
　＃
９
１
１
０

で
つ
な
が
り
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
警
察
本
部
だ
け
で
な
く
駐

在
所
で
も
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま

す
。　プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
十
分
に
気
を

配
っ
て
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の

で
地
元
の
駐
在
所
も
ぜ
ひ
頼
っ
て
く
だ

さ
い
ね
。

【
寺
垣
内
駐
在
所
】

　
　
　
　
　☎
６

‒

０
０
３
１

【
池
原
駐
在
所
】

　
　
　
　
　☎
５

‒

２
０
０
３

役場などの職員を名乗る者が、
「『医療費』『保険料』の払い戻し、
還付金がある」と言って、電話
で指示をしながら口座に振り込
ませお金をだまし取る手口で
す。
ATMを操作してお金を受け取
ることは出来ませんので、まず
は家族・役場・警察などにご確
認を！

●
●
市
役
所
で
す
。

医
療
費
の
還
付
金
が

あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の

金
融
機
関
の
口
座
を

お
持
ち
で
す
か
？

は
い
は
い
、

う
ち
は
Ａ
銀
行
で
す
よ

数分後
Ａ
銀
行
の
田
中
で
す
。

直
接
振
り
込
む
の
で

▲
▲
ス
ー
パ
ー
に
あ
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
今
す
ぐ
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
着
い
た
ら
こ

の
電
話
番
号
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
受
け
取

り
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

わ
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
の
指

示
し
た
通
り
操
作
し
て
く

だ
さ
い
。

はいはい

そ
れ
で
は
還
付
金

を
振
り
込
み
ま
す

の
で
、
ま
ず
「
お
振

り
込
み
」
の
ボ
タ
ン

を
押
し
て
く
だ
さ
い

「
振
り
込
み
」

ボ
タ
ン
ね

ちょっと待って！それじゃ
自分が振り込んでしまいますよ！

還付金等詐欺
９
月
１
日
は

　
防
災
の
日
だ

１
９
２
３
年

　
の
関
東
大
震
災
に

　
　
因
ん
で
い
る
ん
だ

お
互
い
の

　
命
を
守
る

　
　
行
動
を
起
そ
う

災
害
の
時
は

み
ん
な
で

い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
は

日
ご
ろ

か
ら

み
ん
な
で

声
を
か
け
あ
う

こ
と
だ
ね

が
つ

ね
ん

か
ん

ち
な

と
う
だ
い
し
ん
さ
い

に
ち

ぼ
う
さ
い

ひ

ひ

わ
す い
つ
ま
で
も

　
あ
の
日
を

忘
れ
な
い

　
た
め
だ
ね

教
訓
と
し
て

　
し
っ
か
り
学
ぶ

　
　
　
　
　
こ
と
だ
よ

き
ょ
う

ま
な

く
ん

た
い

ひこ
え

せ
つ

さ
いた

が
い
の
ち

ま
も

お
こ

こ
う
ど
う

が
い

と
き

　1975年(昭和50年)以前に製造された「低圧
進相コンデンサ」は、保安装置が内臓されてい
ないため、場合によっては出火に至る危険性が
あります。銘板をご確認いただき、1975年以
前の場合は専門業者による点検又は早急なお取
替えをお願いします。
　また、概ね10年以上経過しているものにつ
いては、専門業者による点検を受け、計画的に
交換することが推奨されています。

奈良県広域消防組合　吉野消防署

コンデンサから出火の
　　危険性があります
コンデンサから出火の
　　危険性があります

　８
月
７
日
（
水
）
い
こ
い
の
郷
入
居

者
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦
を
深

め
る
、
恒
例
の
夕
涼
み
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　当
日
は
、「
Ｊ
Ａ
奈
良
県
下
北
山
支

店
」
と
「
い
こ
い
の
郷
家
族
の
会
」
の

協
賛
を
い
た
だ
き
、
豪
華
賞
品
が
当
た

る
く
じ
引
き
大
会
や
、Ｊ
Ａ
職
員
と
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
に
よ
る
出
店
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演
奏
会
等
の
催
し

が
あ
り
、
入
居
者
と
地
域
の
方
々
と
の

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　最
後
は
花
火
の
打
ち
上
げ
、
子
ど
も

た
ち
の
喜
ぶ
声
が
響
き
な
が
ら
、
夕
涼

み
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

開閉器

低圧進相
コンデンサ

資料提供：大阪市消防局

設　置　例

い
こ
い
の
郷
夕
涼
み
会
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駐在さん通信駐在さん通信秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

　次
の
と
お
り
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

【
実
施
期
間
】

　
　
　９
月
21
日
（
土
）
か
ら

　
　
　９
月
30
日
（
月
）
ま
で

【
運
動
の
重
点
（
全
国
重
点
）】

・
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

・
高
齢
者
の
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、
自
転

　車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

　ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
運
動
の
重
点
（
奈
良
県
重
点
）】

・
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止

　な
お
、
次
の
と
お
り
９
月
は
重
点
に

沿
っ
た
施
策
や
交
通
指
導
取
締
ま
り
が

県
下
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　み
な
さ
ん
、
交
通
事
故
や
交
通
違
反

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

21
日

　高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　推
進
デ
ー

22
日

　二
輪
車
・
原
付
車
の
交
通
事
故

　
　
　防
止
推
進
デ
ー

23
日

　夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、

　
　
　自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防

　
　
　止
推
進
デ
ー

25
日

　子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

　
　
　の
確
保
推
進
デ
ー

27
日

　飲
酒
運
転
根
絶
デ
ー

29
日

　全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
　
　と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　
　い
着
用
推
進
デ
ー

30
日

　交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　奈
良
県
警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
安
全

と
安
心
に
関
す
る
相
談
を
24
時
間
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　不
安
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　奈
良
県
警
察
本
部
に
は
総
合
相
談
窓

口
が
あ
り
、
相
談
の
内
容
を
お
聞
き
し

て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
相
談
窓
口

に
適
切
に
振
り
分
け
て
的
確
な
助
言
や

指
導
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

【
総
合
相
談
窓
口
の
電
話
番
号
】

（
０
７
４
２
）
２
３
局
１
１
０
８
番

【
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場
合
】

　
　
　＃
９
１
１
０

で
つ
な
が
り
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
警
察
本
部
だ
け
で
な
く
駐

在
所
で
も
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま

す
。　プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
十
分
に
気
を

配
っ
て
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の

で
地
元
の
駐
在
所
も
ぜ
ひ
頼
っ
て
く
だ

さ
い
ね
。

【
寺
垣
内
駐
在
所
】

　
　
　
　
　☎
６

‒

０
０
３
１

【
池
原
駐
在
所
】

　
　
　
　
　☎
５

‒

２
０
０
３

役場などの職員を名乗る者が、
「『医療費』『保険料』の払い戻し、
還付金がある」と言って、電話
で指示をしながら口座に振り込
ませお金をだまし取る手口で
す。
ATMを操作してお金を受け取
ることは出来ませんので、まず
は家族・役場・警察などにご確
認を！

●
●
市
役
所
で
す
。

医
療
費
の
還
付
金
が

あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の

金
融
機
関
の
口
座
を

お
持
ち
で
す
か
？

は
い
は
い
、

う
ち
は
Ａ
銀
行
で
す
よ

数分後
Ａ
銀
行
の
田
中
で
す
。

直
接
振
り
込
む
の
で

▲
▲
ス
ー
パ
ー
に
あ
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
今
す
ぐ
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
着
い
た
ら
こ

の
電
話
番
号
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
受
け
取

り
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

わ
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
の
指

示
し
た
通
り
操
作
し
て
く

だ
さ
い
。

はいはい

そ
れ
で
は
還
付
金

を
振
り
込
み
ま
す

の
で
、
ま
ず
「
お
振

り
込
み
」
の
ボ
タ
ン

を
押
し
て
く
だ
さ
い

「
振
り
込
み
」

ボ
タ
ン
ね

ちょっと待って！それじゃ
自分が振り込んでしまいますよ！

還付金等詐欺
９
月
１
日
は

　
防
災
の
日
だ

１
９
２
３
年

　
の
関
東
大
震
災
に

　
　
因
ん
で
い
る
ん
だ

お
互
い
の

　
命
を
守
る

　
　
行
動
を
起
そ
う

災
害
の
時
は

み
ん
な
で

い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
は

日
ご
ろ

か
ら

み
ん
な
で

声
を
か
け
あ
う

こ
と
だ
ね

が
つ

ね
ん

か
ん

ち
な

と
う
だ
い
し
ん
さ
い

に
ち

ぼ
う
さ
い

ひ

ひ

わ
す い
つ
ま
で
も

　
あ
の
日
を

忘
れ
な
い

　
た
め
だ
ね

教
訓
と
し
て

　
し
っ
か
り
学
ぶ

　
　
　
　
　
こ
と
だ
よ

き
ょ
う

ま
な

く
ん

た
い

ひこ
え

せ
つ

さ
いた

が
い
の
ち

ま
も

お
こ

こ
う
ど
う

が
い

と
き

　1975年(昭和50年)以前に製造された「低圧
進相コンデンサ」は、保安装置が内臓されてい
ないため、場合によっては出火に至る危険性が
あります。銘板をご確認いただき、1975年以
前の場合は専門業者による点検又は早急なお取
替えをお願いします。
　また、概ね10年以上経過しているものにつ
いては、専門業者による点検を受け、計画的に
交換することが推奨されています。

奈良県広域消防組合　吉野消防署

コンデンサから出火の
　　危険性があります
コンデンサから出火の
　　危険性があります

　８
月
７
日
（
水
）
い
こ
い
の
郷
入
居

者
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦
を
深

め
る
、
恒
例
の
夕
涼
み
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　当
日
は
、「
Ｊ
Ａ
奈
良
県
下
北
山
支

店
」
と
「
い
こ
い
の
郷
家
族
の
会
」
の

協
賛
を
い
た
だ
き
、
豪
華
賞
品
が
当
た

る
く
じ
引
き
大
会
や
、Ｊ
Ａ
職
員
と
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
に
よ
る
出
店
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演
奏
会
等
の
催
し

が
あ
り
、
入
居
者
と
地
域
の
方
々
と
の

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　最
後
は
花
火
の
打
ち
上
げ
、
子
ど
も

た
ち
の
喜
ぶ
声
が
響
き
な
が
ら
、
夕
涼

み
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

開閉器

低圧進相
コンデンサ

資料提供：大阪市消防局

設　置　例

い
こ
い
の
郷
夕
涼
み
会



きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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ふ
る
さ
と
納
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制
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に

　

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
知
県
豊
田
市
（
８
月
16
日
）

平

　井

　俊

　洋

　さ
ん

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　 

　
申
し
上
げ
ま
す

　６
月
20
日
（
木
）
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生

を
祝
福
し
、
あ
わ
せ
て
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
１
軒
の
ご
家
庭
に
「
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
祝
い
金
」が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

福

　山

　泰

　久 

さ
ん
（
佐

　田
）

八
月
二
十
三
日 

逝
去

　
　　

　享
年
七
十
九
才

　10月13日（日）に、第6回保小中合同運動会を下北山小

学校運動場にて開催いたします。ご近所お誘い合わせの上、

村の未来を担う元気な子どもたちの応援に来てください。

　また、今回より一般の方が参加できる種目が増えており

ますので、ぜひご参加ください。

　時間等詳細につきましては、ケーブルテレビ等でお知ら

せいたします。【予備日10月14日（月）※予備日が雨天の

場合は体育館にて実施いたします。】

田中すみれちゃん

（父・寛さん　母・みさとさん）
（平成31年１月12日生まれ）
「大きくなったらお姉ちゃんと

仲良く遊んでね。」

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
を

交
付
し
ま
し
た
。

た なか

第６回 保小中合同運動会
開催のお知らせ
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